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境町総合防災訓練実行委員会

委 員 長 副 町 長

副委員長 区長会会長

役 割 実行委員会の統括

実 行 委 員

境町区長会役員

役

割

１ 訓練に関する各行政区の意見
取り纏め・意見提出

２ 各行政区へ訓練内容の周知
３ 自主防災組織の編成の促進
４ 各行政区住民の防災訓練への
参加促進及び訓練統制

関 係 機 関 （※）

委
員

・境警察署 ・境町消防団
・坂東消防署境分署・古河自衛隊

・利根川上流河川事務所等

役

割

１ 訓練に関する連絡調整
２ 訓練に関する各関係機関の
意見の取り纏め・提出

３ 関係機関参加者の統制
４ 訓練成果(教訓・反映事項)
意見の提出

実 行 委 員 （役 場）

委
員 各部長等（各対策部長）

役

割

１ 訓練に関する各部の統制及び
訓練内容の周知

２ 訓練に関する各部の意見提出
３ 部関連準備事項の統制
４ 防災訓練参加職員の役割等の
付与・統制

５ 各部訓練成果の取り纏め

相 談 役

区長会顧問

役
割

１ 防災訓練に対する意見提出
２ 区長会に対する助言・指導

協 力 ・ 支 援 団 体 等

団
体
等

・広域避難所（町外公立3校)
・防災士の会 ・TEPCO
・民生委員、境町社協、境1中
・県ﾊﾞｽ協会貸切委員会県西支部

役

割

１ 訓練に関する連絡調整
２ 訓練に関する意見提出
３ 訓練の支援及び協力
４ 教訓・反映事項意見提出

事 務 局

長 危機管理部長 副

副 危機管理監、危機管理専門監

役

割

１ 企画・計画の作成支援
２ 関係機関・団体との連絡調整
３ 会議資料の作成
４ 訓練経費関連事項
５ 訓練の進行・統制補佐

訓練参加組織（自主防災組織）

長 各 行 政 区 長

役

割

１ 訓練に関する意見・要望等の
実行委員会への提出

２ 住民への訓練内容の周知
３ 住民の防災訓練への参加促進
及び訓練への参加

防災安全課長

境 町 総 合 防 防 災 訓 練

境 町 長

令和８年度 境町総合防災訓練実行委員会組織

防災アドバイザー

片田 特任教授

役
割

１ 防災訓練に対する助言・指導
２ 防災訓練に関する評価等
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※：町外訓練場所を所轄する警察等へ協力を依頼



１ 訓練の目的

令和７年度の成果を踏まえ、利根川氾濫による大規模水害における

広域避難訓練を主とした総合防災訓練により災害対応能力の向上を図

り、災害犠牲者「ゼロ」を目指す。

２ 時 期

令和８年６月27日（土） ８時～12時

３ 場 所

境町役場、境町文化村及び広域避難所

→ 総和工業高等学校、坂東総合高等学校跡地、八千代高等学校

４ 主催者等

(1) 主 催 者： 境町長

(2) 実行委員会： 実行委員長を副町長、副実行委員長を境町区長会

会長、役場各対策部長及び区長会の役員をもって組織
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１ 全般事項
3



５ 訓練内容等

(1) 訓練場面（訓練想定）

利根川氾濫の危険性に伴う町外への広域避難

(2) 災害対策本部会議 ：予備の災害対策本部会議、ドローン情報配信

(3) 情報伝達及び広域避難訓練

■ 災害情報伝達訓練 ： 防災アプリ等の避難情報の配信

■ 避難訓練 ： ３箇所同時広域避難検証

要配慮者に対するバス輸送支援

■ 避難所の開設・運営訓練：防災アプリの受付集計機能の検証

(4) 展示・体験訓練

例年の消防、自衛隊、警察、国土交通省、企業等による装備品の他
本年度は、新たな体験・展示装備品を準備

(5) 自衛隊、消防団、職員合同の炊出訓練等

→ 避難訓練参加者に昼食（お持ち帰り用）を配食
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０８：００～ 《災害対策本部会議》（対象：役場、関係機関等）

《情報伝達訓練及び広域避難訓練》（対象：全住民）

０８：３０～ 境町全域に警戒レベル３「高齢者等避難」を発令

▶ 情報伝達訓練

▶ 高齢者等避難開始、要配慮者等バス輸送支援：避難所の受入

▶ 一般住民自主避難開始：避難所の受入

０９：１５～ 境町全域に警戒レベル４「避難指示」を発令

▶ 情報伝達訓練

▶ ここまでには全員が避難：避難所の受入

（避難所受付完了後、避難者は文化村へ移動）

１０：３０頃 広域避難訓練終了式（文化村：開始時間は避難状況による。）

《展示・体験訓練》（対象：避難訓練参加者）

８：３０に展示会場の準備を完了しています。

避難所で受付を終了し、文化村へ来られた方から逐次参加できます。

１２：００ 総合防災訓練終了・解散

（参加者には、お持ち帰り用の昼食を準備）

２ 実施時程
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3 報伝達訓練イメージ（全体）
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今
回
の
訓
練
で
発
令

《参考》避難情報の種類

水害が発生しそうなとき、町から次の３つの避難情報が発令
されます。本訓練では警戒レベル３、４を発令します！

警戒レベル５ 緊急安全確保

この段階では逃げ遅れです。
今できる最善を尽して下さい。

避難開始ではなく、ここまでに避難を完了
することが望ましい。

警戒レベル４ 避 難 指 示

対象地域の全町民を対象に発令
全
町
民

警戒レベル3 高齢者等避難

避難に時間のかかる高齢者等要配慮者は避難

一般の避難者も早めの自主避難が望ましい
高
齢
者
等

避難行動
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《参考》防災アプリ「New サカインフォ」
8
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本来は、自らの避難先への避難を推奨していますが・・

避難情報を受け本訓練では広域避難所へ車で避難し、

「避難所とはどんなところか」「防災アプリ受付」を確認してみましょう。

４ 広域避難訓練の概要
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《参考》境町の場合、広域避難が必要な人数は・・

約16,000人～20,000人

元坂東総合高校

約2,000人？

八千代高校

約2,000人？
総和工業高校

約2,000人？

全町民分の避難先

は物理的に確保が

できない・・

緊急避難場所（駐車場）
８00台分

2,000～3,000人？
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そのため、広域避難における避難先は・・・
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避難先指定の考え方

１ 努めて同一の広域避難所に避難者が集中しない

ように避難先を指定

2 努めて避難時の渋滞を避けるため、

① 利根川沿川の行政区を古河、坂東方面

② その他の外縁の行政区を八千代方面

12

３ 消防団との連携の容易性から、境地区の避難先を

消防団の編成区域（１・２分団）で区分

昨年度からの変更



R8訓練時の新たな避難先の指定
【修正】連携の容易性から境地区を消防団の編成区域（１・２分団）で避難先を区分
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総和工業高等学校の避難施設・駐車場配置図



旧坂東総合高等学校の避難施設・駐車場配置図
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八千代高等学校の避難施設・駐車場配置図
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17

要配慮者のバス避難支援について

避難行動要支援者を主対象にバス輸送支援を実施します。
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避難所についたら必ず受付をしましょう！

受付は、防災アプリ等３つの要領で実施します。
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避難訓練で受付を終了後、文化村に移動していただき、

展示・体験訓練に参加していただきます。
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５ 展示・体験訓練の概要
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１ 展示・体験訓練内容（案）
今後支援の可否を含め関係機関・団体・企業と調整させていただきます。
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支援内容は、今後、関係機関との調整により決定します。
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２ R８新たな展示・体験訓練内容
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